
平成30年度

予算のお知らせ

介護保険

　健保組合では、40 ～ 64 歳の被保険者（介
護保険第２号被保険者）から介護保険料を
国に代わって徴収し、国に納付しておりま
す。
　平成 30 年度は、介護納付金４億 7,041
万円に対し、介護保険収入は４億 6,586 万
円となる見込みです。収入の不足分は繰入
金 2,000 万円で補填します。
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予算額（千円） 介護保険第2号被保険者1人当たり額（円）

科　　　　目
介護納付金
介護保険料還付金
積　立　金
合　　　　計
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予算額（千円）介護保険第2号被保険者1人当たり額（円）

科 目
介護保険収入
繰 入 金
国庫補助金受入
雑　 収　 入
合 　 　 計

健康保険

● 予算編成の背景
　日本は、世界に類を見ない超高齢社会に突入
しています。平成 28年度の医療費（概算）は
41.3 兆円となり、高齢化の進展や医療技術の進
歩により、健保組合が負担する医療費は増大を
続けています。
　平成29年度に後期高齢者支援金が全面総報酬
割に拡大されましたが、平成29年８月からは介
護納付金についても総報酬割の段階的導入がス
タート（2020年度に全面導入予定）し、比較的
収入水準の高い被保険者を抱える健保組合等の
負担増は際立つこととなりました。また、平成
30年度は診療報酬・介護報酬の同時改定が行わ
れ、診療報酬の改定率は、本体（薬価と医療材
料を除く）が 0.55％の引き上げとなり、健保組
合の医療費および医療機関での窓口負担は増え
ることになります。
　国民皆保険制度を存続させるためには、負担
の仕組みを超高齢社会にあった制度に変える必
要があります。公平性、納得性の高い皆保険制
度の実現に向けた制度改革が求められます。

● 予算の概要
　当健保組合の平成 30 年度予算は、総額 55 億

2,577 万円、実質的な収支状況を示す経常収支
で 5億 1,101 万円の赤字を計上する非常に厳し
い編成となりました。
　主な収入は、皆さまと事業主に納めていただ
く保険料で、48億 1,183 万円を見込んでいます。
一方、主な支出は、皆さまの医療費に充てられ
る保険給付費 24億 7,065 万円（前年度比 1,330
万円増）と、高齢者医療を支えるために高齢者
医療制度へ納める納付金23億9,384万円（4,198
万円増）となる見込みです。これら 2つの支出
だけで保険料収入を超えてしまう見通しです。
収入の不足分は、前年度決算からの繰越金１億
5,000 万円および別途積立金等からの繰入金 4
億 5,264 万円で補填することとしました。
　当健保組合では、引き続き事務経費の節減に
努めるとともに、平成 30 年度から本格稼動の
２期目を迎えるデータヘルス計画に基づいて、
皆さま一人ひとりの健康に役立つ効果的な保健
事業を実施してまいります。皆さまにおかれま
しては、年１回の健診受診と健診結果を活用し
ての健康管理に取り組んでいただくとともに、
処方薬についてはジェネリック医薬品を選択す
るなど、医療費適正化にご協力くださいますよ
うお願いいたします。

経常収支で約 5 億 1 千万円の大幅な赤字予算となりました

前年度比 1.1％増

前年度比 1.8％増

前年度比 0.5％増

収入総額
55億2,576万8千円
（53万7,004円）

収　入
調整保険料収入

6,605万5千円
（6,419円）／1.2％

保険料
48億1,183万円
（46万7,622円）／87.1％ 
健保組合の主な収入源。
事業主と被保険者折半で
納めていただきます。

健診や人間ドックなどの疾病予防事業、広報
誌などの広報活動にあてられます。

繰入金
4億5,264万2千円

（4万3,989円）／8..2％
収入不足を補うために、別途積
立金等から繰り入れます。

健保組合間の相互扶助のた
めに健康保険組合連合会へ
拠出します。

納付金
23億9,384万1千円

（23万2,638円）／43.3％ 
高齢者医療制度等を支援するた
めに国（支払基金）に納めます。

保健事業費
2億9,932万7千円
（2万9,089円）／5.4％ 

その他
1,840万9千円
（1,789円）／0.3％ 
積立金・雑支出など

その他
474万1千円
（461円）／0.1％
雑収入など

財政調整事業交付金
4,050万円
（3,936円）／0.7％ 
高額な医療費が多発した場合などに、
健康保険組合連合会から支給される交
付金です。繰越金

1億5,000万円
（1万4,577円）／2.7％

前年度決算から繰り越します。

保険給付費
24億7,065万2千円
（24万102円）／44.7％ 
皆さま（被保険者とご家族）の医
療費にあてられます。

日雇拠出金
　　　　　  1千円

病床転換支援金
　　　　　  6千円

退職者給付拠出金
         2,450万6千円

法定給付費
　  24億896万1千円
付加給付費

  6,169万1千円

後期高齢者支援金
10億8,893万5千円

前期高齢者納付金
12億8,039万3千円

予備費
8,123万3千円
（7,894円）／1.5％

財政調整事業拠出金
6,605万5千円
（6,419円）／1.2％

支出総額
55億2,576万8千円
（53万7,004円）

支　出

事務費
1億9,625万1千円
（1万9,072円）／3.6％ 
組合の運営経費、理事会・組合会
開催の費用などにあてられます。
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平成 30 年度
収入支出予算総額

55億2,576万8千円
※（　　）内は「被保険者 1 人当たり額」
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